
建築・建材展 2005記念セミナー（案／2004年 12月 10日現在／日本経済新聞社）

さ

　　▼概要

建築基準法改正に伴い、「シックハウス問題は幕引き」という雰囲気が表面上あります。しかし、

それは「敢えて問題を直視しない」か「本当のことを知らない」人たちは信じても、実際に社会

に責任のある立場の企業や団体の技術者、執行役員は今も悩んでいます。一向に減らない「裁判、

調停」「どこまで対応すれば免責なのか」常に不安と裏腹です。本セミナーでは、このような不

安を取り除き、国民合意が可能なポイントを探ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上原裕之／シックハウスを考える会理事長）

　 　　 日　時 ：2005年 3月 4日（金）10：00~13：00

　   会　場 ：東京ビッグサイト 会議棟 6階 607会議室（定員 110名＝スクール）

　   受講料：5,000円／シックハウスを考える会会員 3,000円（消費税込み）

     受講対象：建築設計事務所、建設業、建材・設備メーカーなど

   　主　催 ：日本経済新聞社 　　　　

　   協　力 ：NPO法人 シックハウスを考える会

   ●プログラム案 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　▼10:00~10:15（15分）

「建築基準法改正後のシックハウスに関する課題と展望」

＊建築業界の抱える問題解決のために

　　　　　　上原裕之／シックハウスを考える会 理事長

　　▼10:15~11:00（45分）

「シックハウス症候群を未然に防ぐために」

　　＊流通途上での汚染問題把握、施工現場の認識の低さ

　　　　　　　　　　白瀬哲夫 ／シックハウスを考える会 運営委員長

　　▼11:00~11:45（45分）

「安全・安心な建材の提供を考える~シックハウス対策建材データベースの活用術」

　　　　＊シックハウス対策法規制の限界とMSDSを補うリスクコミュニケーションツール

　　　　　　近藤之彦／シックハウスを考える会 データベース運営管理部会長

　　▼11:55~12:40（45分）

「健康維持に必要な住環境についての医学的到達点を探る」

＊健康維持に必要な室内環境とは、最近の医学的・学際的到達点を検討

　　　　　　蓑島宗夫／シックハウスを考える会データベース担当理事（医師）

　　▼12:40~13:00（20分）　　まとめ・質疑応答


